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“Maximize Performance with MaxGauge”



MaxGauge Family

for Oracle for SQL Server

for MySQL for JAVA

詳細な履歴でトラブル・性能問題を解決 簡単なインターフェースで、SQLServerを簡単に運用

MySQLを統合的に管理。スロークエリーを一括収集 トランザクション明細から、問題点に直接アクセス



システムの可視化が加速する 『MaxGauge』

⽇本エクセムでは、⾃社製品『MaxGauge』をサービスに活⽤させていただくことで、適切で安⼼なサービス
を実現しています。

Oracleデータベース 『⾒える化』 ツール

Oracleデータベースの稼働状況を、24×365リアルタイムでセッション、
SQLの明細を記録するため、詳細な調査とともに、突発的なトラブルも
事後でも確実に状況把握ができます。

また、GUIにより、「何時 何分 何秒」に、何が起こっていたかなど、
⾃由⾃在に分析をすることができます。

３つの特徴 For Oracleの場合



DB運営に役立つ様々な分析機能

データベース分析専⽤ツールとして多種多様な分析機能を持っています。

• データベース稼働状況からの負
荷、原因特定

• セッション、SQLなどアプリ
ケーションの動作分析

• データベースオブジェクトの利
⽤状況分析

• 2点間⽐較分析
- 平常時と異常時
- AP変更前後
- 現在と3か⽉前 など

• 各種レポート機能
• データベースの詳細な監視機能



DB運営に役立つ様々な分析機能

リアルタイムモニタ オブジェクト分析 PL/SQL分析

詳細トレンド分析、セッション追跡 ⽐較分析 領域利⽤状況分析

データベース分析専⽤ツールとして多種多様な分析機能を持っています。



Select Count(*) from XXX where 〜

MaxGauge vs Statspack

Statspack（Oracle標準ツール）

30分 30分 30分

細かくスナップする形で記録
ピンポイントでのSQL特定などが可能

30分間隔での稼働差分で分析
平均化され、特異点が⾒えづらい

明細は保持しない



分析の流れ

1⽇サマリー︓性能タブ

1⽇サマリー︓ボトルネックタブ

性能トレンド︓詳細分析

TopSQLを確認

Top待機イベントを確認

1時間の詳細

特定のSQLを追跡

特定のセッションを追跡

システムレベル分析 時間詳細 SQL詳細

セッション詳細



絶対的な処理量が多かったか︖

１

３

昨⽇を選択

メインの指標の1⽇のトレンドを⾒て、
⼣⽅に処理が多いことを確認

２

負荷が高い時間帯の原因を探る （昨日の夕方遅かった） 1/3

昨⽇の19時頃が⼀番
負荷が⾼かった

４

19時台
⼀番処理量が多かったSQLを確認

該当 SELECTが、全体の30%を占めていたことを確認５



ボトルネックが多く発⽣していたか︖

１ ボトルネックを選択

負荷が高い時間帯の原因を探る （昨日の夕方遅かった） 2/3

Topのボトルネックは、ロックであることが判明（enq:TX – row lock contention）３

４ ロックを発⽣させたSQLをピックアップ

1⽇のトレンドから、同様に19時にボトルネックが
多いことを確認

２



ロックなど他の処理で待たされていたか︖

メインの指標タブより、ロックを確認するタブを開きます。
１

３ロックツリータブを開く

ロックの発⽣状況を確認
203番のセッションが、4セッション
待たせていたことを確認

４

負荷が高い時間帯の原因を探る （昨日の夕方遅かった） 3/3

２ グラフの⾼いところをク
リック



２

３ Oracleのバックグラウンドで、
OEM系のSQLが実⾏されCPUを
多く使っていたことを確認

22︓00頃CPUの急な増加がみられる

1⽇を⾒て、問題の時間帯に差があるか確認

１

トラブルがあった時間の原因を探る

（昨⽇ 22時00分ごろにエラー）
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MaxGauge 導⼊事例

業種 利⽤例

⾦融
 A銀⾏︓ 本番環境の状態を⾃由に分析できる環境を構築。チューニング調査のスピードアップ
 Bネット銀⾏︓ 開発での課題早期発⾒と本番での障害調査ツールとして利⽤
 C総研︓ 証券系Saasサービスの分析に幅広く利⽤

通信
D社︓ パッケージのブラックボックスな環境の性能調査に活⽤
 E社︓ ⼤規模アクセスの利⽤状況の把握と公開による運営の効率化
 F社︓ 統合管理ツールとMaxGaugeの連携での「監視」＋「情報収集」体制の強化

Net系企業
G社︓ Oracle環境のAPチームとの共有ツールとして利⽤
H社︓ 急なアクセス増加の原因調査、および改善ツールとして利⽤
 I社︓ ネットオンライン決済の状況監視、および問題処理の早期発⾒

製造業
 J社︓ たびたびある性能問題へ、問題のSQLの定期PickUpと改善で安定した運営へ改善
 K社︓ 定期診断で、トレンドの不穏な動きを把握。原因の把握と改善を実施
 L社︓ 約40のDB統合の順次リリースでの性能問題を即時発⾒・チューニング

エネルギー・公共
M社︓ 統合DB, ERPシステムの監視、チューニングツールとして活⽤
N社︓ Oracleに特化した監視ツールとして利⽤



事例１：大手自動車メーカー

導⼊前課題 導⼊効果
 性能問題、トラブルの頻発

 調査時間が増⼤

 問題改修コストの増⼤

 トラブル発⽣時、調査スピード90%以上短縮
 問題処理の⾃社での把握で開発会社へ修正指⽰

ができるように
 継続的な問題プログラムの改修で安定化

• 負荷の⾼い処理、SQLのピックアップ
• 負荷が⾼かった時間帯の処理をピックアップ
• 前⽉の状況との差が⼤きい時間帯の原因調査

これまで情報の収集が困難なため、実現が難しかった
問題プログラムのピックアップが簡単にできます。

トラブルの多かったシステムの運営改善⽀援

データベース解析ツールの導⼊と診断、また、お客様で問題分析ができるように
なるまでの⽀援を実施。
開発したシステムでの性能問題・トラブル事象を早期発⾒・チューニング



現⾏課題
の整理

現⾏課題
の改善案

策定
半年毎の
定期診断

初期
DB診断

⽀援開始初期フェーズ ⽀援継続フェーズ

 不穏な動きをしているポイントを定期チェック。

 原因となった、ユーザー・SQLを特定し問題の有無
を確認。

 半期に⼀度の棚卸で、問題の予兆発⾒

DB集中診断で問題解消と、継続的な安定稼働チェック

⻑期運⽤分析での予兆把握と原因追及で、トラブル発⽣率50%以上削減

事例2：大手カード決済システム



導⼊効果
 統合DB全体の問題は発⽣せず
 悪いSQLの事前ピックアップで、アプリケーション改

修を事前に実施
 移⾏時性能問題は、即⽇改修
全体として、スムースにプロジェクト完了

DB統合プロジェクトへの参画概要

30数台あるデータベースの統合プロジェクト。移⾏時に如何に問題を発
⽣させずスムースに連続して移⾏するかがポイントであった。

統合DBの負荷を⾒ながら、順次統合し性能問題が出た場合即時改善が必
要

サービス内容
• プロジェクト初期での統合DB設計⽀援
• 移⾏前、各DBでの処理把握。問題とな

りそうなSQLのピックアップ、改善。
• 移⾏時⽴ち合い。性能問題が出たらそ

の場で改善実施。

⼤量DB統合のスムースな運営と性能問題SQLの即解決

DB移⾏後、性能問題発⽣の際に即時対応。即解決。

事例3：大手製造業



MaxGauge
Server

MaxGauge
Server性能情報の

⾃動情報収集
性能情報の
⾃動情報収集

開発環境へデータ還元開発環境へデータ還元

本番環境 開発環境

参照

性能データ蓄積性能データ蓄積

インフラ担当︓障害発⽣時情報収集インフラ担当︓障害発⽣時情報収集
情報収集/
レポート化

定期レポート作成定期レポート作成 定期チェック/プランニング定期チェック/プランニング

アプリ担当/ユーザ︓SQL実⾏計画確認アプリ担当/ユーザ︓SQL実⾏計画確認

MaxGauge Agent

導⼊効果
 性能問題・障害発⽣時

調査⼯数︓80%削減
調査スピード︓ 数⽇数時間

 DB知識の少ない担当者でも、原因
特定可能

 AP担当者へ明確なエビデンスの提
⽰で、スムースな連携を実現

DB即時調査可能な環境整備でスピードアップ・効率化

性能調査・チューニング⽀援。 迅速な性能問題・トラブル調査体制構築

# 事象 活⽤状況（根本原因の特定）

１ 処理遅延
(実⾏計画の変化起因)

・MaxGaugeよりボトルネックとなっているSQL⽂と実⾏計画を特定
導⼊前の⼯数︓約8時間 ➡ 現在の⼯数︓約1時間

２ 競合による処理異常 ・MaxGaugeより異常発⽣時の全セッションを確認し競合を起こしているセッショ
ン及びSQL⽂を特定

導⼊前の⼯数︓約12時間 ➡ 現在の⼯数︓約1.5時間

３ メモリ使⽤率超過 ・MaxGaugeよりメモリ使⽤量が多いセッションとSQL⽂を特定
導⼊前の⼯数︓約8時間 ➡ 現在の⼯数︓約1.5時間

４ 誤操作による処理異常
（テーブルの削除操作）

・MaxGaugeより異常発⽣および原因となったSQL⽂を特定
導⼊前の⼯数︓特定不能 ➡ 現在の⼯数︓約1時間

いつでも調査
可能な環境を
構築

本番環境は触
ることができ
ない

事例3：大手銀行様
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アーキテクチャ：MFO5.x

Target MaxGauge Server

Target 
Instance
(Oracle)

Repository 
(PostgreSQL)

RTS

OBSD

SNDF

MaxGauge
Web Application 

Server

Gather 
Master

Gather Slave-1

Gather Slave-2

Gather Slave-n
…

⼀時ログ⼀時ログ⼀時ログ

SGAメモリOSカーネル

Client

Real-Time
Monitor

Performance
Analyzer

【凡例︓⾊】

Real-Time Monitor
Performance Analyzer

【凡例︓⽮印のタイプ】

Data Request & Reply
Data Push
Gather異常時

Listener
Port
1521

5080
Listener

Port
54328080

7000

7001

7002

Default Network Port
死活監視

700n



サポート環境



サポート環境



O
racle

Know
ledge

http://w
w
w.ex-em

.co.jp/exem
labo.htm

l

MaxGauge Overview(Japanese)
https://www.youtube.com/watch?v=2WOag2QCeYc

MaxGauge Customer Voice | County of Los Angeles - Azam Popalzai(Japanese)
https://www.youtube.com/watch?v=OJMENbIREwg

Oracleを中⼼としたデータベース技術情報の公開



お問合せ
⽇本エクセム株式会社

営業推進部
info@ex-em.co.jp


